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保団連情報サービスご登録ください
ご登録いただくと、
以下のサービスが
利用可能です

●「会員専用コンテンツ」のアクセス
・「月刊保団連」PDF
・「全国保険医新聞」PDF
・中医協など診療報酬情報
その他、様々な情報

●「保団連メールマガジン」の配信
・Web更新情報
・診療報酬関連ニュースなどの配信
・Web研究会のご案内など

・保険医協会・医会の会員は無料で登録できます。
・保団連ホームページ鍵付きコンテンツにアクセスできます。
・メルマガで診療報酬改定や各地の研究会情報も配信します。
・2022年診療報酬の特設ページを立ち上げました。
・中医協情報など鍵付きコンテンツも閲覧できます。

新規登録は
こちらから

パスワードを
忘れた場合はこちら

こちらから
ログインが可能です

診療報酬改定対策

介
護
施
設
入
所
者
も
レ
ム
デ

シ
ビ
ル
算
定
が
可
能
に

　
介
護
施
設
で
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
の
投
与
が
必
要
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

が
発
生
し
た
場
合
は
、
治
療

体
制
の
整
っ
た
病
院
に
転
院

す
る
な
ど
し
て
入
院
治
療
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
爆
発
に
よ
り
病
院
へ

の
搬
送
が
困
難
な
状
況
が
生

じ
て
お
り
、
介
護
施
設
で
コ

ロ
ナ
患
者
へ
の
対
応
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
介
護
施
設
入

所
者
に
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
レ

ム
デ
シ
ビ
ル
（
ベ
ク
ル
リ
ー

点
滴
静
注
用
１
０
０
ｍ
グ
ラ

ム
）
を
投
与
し
よ
う
と
し
て

も
、
１
回
の
治
療
（
５
日
間
）

で
３８
万
円
に
も
な
る
薬
剤
の

費
用
が
、
別
に
算
定
で
き
な

い
扱
い
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
１
月
２８
日

に
京
都
協
会
か
ら
相
談
が
あ

り
、
保
団
連
か
ら
日
本
共
産

党
の
田
村
智
子
参
議
院
事
務

所
に
状
況
を
説
明
、
改
善
を

要
請
し
た
と
こ
ろ
、
直
ち
に

田
村
事
務
所
が
厚
労
省
に
改

善
を
要
望
。
同
日
付
で
出
さ

れ
た
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取

扱
い
に
つ
い
て
（
そ
の
６５
）」

で
、
１
月
２８
日
以
降
は
介
護

施
設
入
所
者
に
つ
い
て
も
、

併
設
医
療
機
関
ま
た
は
併
設

医
療
機
関
以
外
の
医
師
が
レ

ム
デ
シ
ビ
ル
を
投
与
し
た
場

合
に
、
医
療
保
険
で
算
定
で

き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
な
お
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の
抗
ウ
イ
ル
ス
剤

と
同
様
に
、
注
射
の
手
技
料

は
算
定
で
き
な
い
扱
い
で
あ

る
。
通
知
本
文
は
、
左
記
を

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

京
都
協
会
・
保
団
連
の
要
望
が
実
現

京
都
協
会
・
保
団
連
の
要
望
が
実
現

コロナ患者の質問・入力画面（左下）、上が回答結果一覧。

現
場
医
師
が
患
者
を
見
守
る

感
染
者
共
同
見
守
り
シ
ス
テ
ム

ど
う
た
れ
内
科
診
療
所
院
長
　
堂
垂
伸
治

　

第
６
波
の
感
染
急
増
や
自
宅
療
養
へ
の
対
応
が
急
務
だ
。
通
常
の
外
来
・
在
宅
医

療
を
継
続
し
な
が
ら
、
自
宅
療
養
者
へ
の
健
康
管
理
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
課
題

と
な
っ
た
。
千
葉
県
松
戸
市
で
外
来
、
在
宅
医
療
の
傍
ら
自
宅
療
養
者
へ
の
対
応
に

奔
走
す
る
堂
垂
伸
治
氏
（
写
真
）
に
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
用
い
た
健
康
観
察
の
取
り
組
み

を
聞
い
た
。

し
た
。
警
察
医
の
報
告
で
は

少
な
く
と
も
松
戸
市
で
５ 

人
、
柏
市
で
も
５
人
あ
っ
た
。

中
に
は
、
３０
歳
代
の
夫
婦
・

子
ど
も
の
３
人
世
帯
で
３ 

人
と
も
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、

奥
さ
ん
が
自
宅
で
朝
、
突
然

死
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
第

５
波
は
全
国
で
最
大
約
１３
万

５
０
０
０
人
の
自
宅
療
養
者

が
出
ま
し
た
。
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
の
が
実
態

で
、
自
宅
“
放
置
”
に
近
く
、

憲
法
第
２５
条
の
生
存
権
が
侵

な
現
場
の
医
療
機
関
が
行
う

こ
と
が
最
適
で
す
。

　
千
葉
県
で
は
保
健
所
と
感

染
者
を
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ

ム
「
イ
マ
ビ
ス
」
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
が
、
入
力
作
業
も

煩
雑
で
、
情
報
連
携
の
枠
組

み
に
地
域
の
医
療
機
関
が
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。

―
見
守
り
シ
ス
テ
ム
で
ど
の

よ
う
に
通
常
診
療
と
健
康
観

察
を
両
立
さ
せ
ま
し
た
か

　
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
者
共
同

見
守
り
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｕ
Ｕ

―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
を
活
用
し
、
通

常
診
療
と
両
立
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　
第
５
波
の
後
半
か
ら
Ｉ
Ｔ

技
術
者
の
指
導
の
下
、
感
染

者
と
共
同
見
守
り
シ
ス
テ
ム

（
Ｄ
Ｕ
Ｕ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）を
開
発

し
、
当
院
単
独
で
運
用
し
て

き
ま
し
た
（
図
）。
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
健
康
観
察
の
手

順
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
感
染
を
検
出
し
た
医
師
が

直
接
そ
の
場
で
説
明
書
を
渡

す
▽
陽
性
患
者
が
当
該
医
療

機
関
に
「
空
メ
ー
ル
」
を
送

る
。
直
ち
に
「
質
問
メ
ー
ル
」

を
送
り
「
回
答
」
を
返
信
し

て
も
ら
う
▽
診
断
直
後
か
ら

患
者
の
健
康
観
察
に
必
要
な

情
報
が
入
手
で
き
る
。

　
ま
た
、
回
答
結
果
は
エ
ク

セ
ル
形
式
で
表
示
で
き
ま

す
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
医
療
機
関

で
情
報
共
有
可
能
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
や
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を

使
用
し
た
汎
用
シ
ス
テ
ム
で

す
の
で
、
導
入
費
用
は
不
要

で
す
。
患
者
名
を
カ
ル
テ
番

号
な
ど
で
表
示
す
る
こ
と
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
も
で

き
ま
す
。
毎
日
の
健
康
観
察

に
患
者
さ
ん
自
身
が
入
力

し
、
こ
ち
ら
は
閲
覧
す
る
だ

け
な
の
で
医
療
機
関
側
の
負

担
が
少
な
い
の
が
最
大
の
利

点
で
す
。

　
病
状
が
心
配
な
時
に
は
回

答
結
果
を
元
に
医
師
や
看
護

師
が
別
途
直
接
電
話
連
絡

し
、
患
者
さ
ん
に
安
心
感
や

方
針
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
対
話
型
の
シ
ス
テ
ム
で

す
。
導
入
希
望
の
先
生
は

d
o

u
ta

re
@

a
p

ric
o

t.
ocn

.n
e.jp

ま
で
ご
連
絡

聞
く
だ
さ
い

―
今
、
医
療
者
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は

　
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る

と
、
私
た
ち
は
膨
大
な
情
報

を
判
断
し
選
択
し
実
行
す
る

と
い
う
極
め
て
多
忙
な
日
々

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
自
宅
で
困
惑
・
不
安
・
孤

独
そ
し
て
恐
怖
に
苛
ま
れ
て

い
る
患
者
さ
ん
に
想
い
を
は

せ
る
と
、
医
療
人
は
今
一
度

自
ら
を
鼓
舞
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と

も
自
宅
死
を
再
発
さ
せ
て
は

い
け
な
い
。
既
存
の
医
療
資

源
が
連
携
し
て
「
総
動
員
態

勢
」
を
と
る
よ
う
創
意
・
工

夫
が
必
要
で
す
。

新型コロナ対策
ホームページ

害
さ
れ
る
事
態
で
し
た
。

―
第
６
波
の
自
宅
療
養
者
へ

の
対
応
は

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
急

増
に
伴
い
膨
大
な
軽
症
・
中

等
症
患
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な

ど
重
症
化
リ
ス
ク
を
有
す
る

方
を
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、
治
療

に
繋
げ
る
こ
と
が
と
り
わ
け

重
要
と
な
り
ま
し
た
。
第
５

波
ま
で
は
、
発
熱
外
来
等
で

感
染
を
検
出
し
た
医
療
機
関

・
医
師
は
保
健
所
に
申
告
す

れ
ば
手
を
離
れ
ま
し
た
が
、

感
染
判
明
者
後
の
病
状
把
握

を
、
保
健
所
、
地
域
中
核
病

院
、
現
場
の
診
療
所
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
連
携
し
て
対
応
す

る
の
が
本
来
の
姿
で
す
。

　
第
５
波
の
教
訓
か
ら
、
▽

隔
離
用
の
宿
泊
施
設
や
中
間

的
な
集
団
管
理
施
設
の
確
保

▽
現
状
の
限
ら
れ
た
医
療
資

源
の
連
携
推
進
と
効
率
的
活

用
。
▽
特
に
、
現
場
で
緻
密

な
情
報
交
換
可
能
な
「
連
携

ツ
ー
ル
・
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
健
康
観
察
や
病

状
管
理
は
臨
床
経
験
が
豊
富

―
第
５
波
の
教
訓
は

　
第
５
波
で
は
自
宅
死
が
８ 

月
だ
け
で
「
全
国
で
２
５
０ 

人
、
東
京
で
１
１
２ 

人
、
千

葉
で
も
１９
人
と
報
道
さ
れ
ま


